
コリバクチン毒素と栄養素の関係性：大腸がんリスクに影響する食事要因の包括的分析 

腸内細菌から分泌されるコリバクチン毒素と各種栄養素には密接な関係性が存在し、特に西洋型の食事パターン

がコリバクチン産生菌の増殖を促進することが明らかになっている。2025 年に報告された最新研究では、日本人大

腸がん患者の約 5 割でコリバクチンによる特徴的な DNA 変異が確認され、これは他国平均の 2.6 倍に相当する高

い割合である 81720。この毒素産生は、高脂肪・高糖分・高塩分食品の摂取、赤肉や加工肉の過剰摂取と強く関連

しており、逆に食物繊維、緑茶、乳製品などの摂取により抑制効果が期待される。コリバクチンによる DNA 損傷は

若年期から蓄積し、数十年後の大腸がん発症につながる可能性があるため、早期からの適切な栄養管理が重要

である。 

コリバクチン毒素の基本特性と産生メカニズム 

コリバクチンは、特定の大腸菌をはじめとする腸内細菌が産生する遺伝毒性物質である 1。この毒素は pks という

遺伝子クラスターにより合成され、すべての大腸菌が産生するわけではなく、特定の遺伝子を持った細菌のみが産

生する 16。健康な人の約 20-30％がコリバクチン産生菌を保有しているとされるが、炎症性腸疾患患者では 40％、

大腸がん患者では約 60％と、疾患の進行とともに保有率が上昇することが確認されている 6。 

コリバクチン産生菌は大腸菌だけでなく、Klebsiella pneumoniae、Enterobacter aerogenes、Citrobacter koseri など

複数の腸内細菌種に存在する 3。2020 年の大規模研究では、約 30,000 株の細菌を調査し、2,000 株でコリバクチ

ン産生能力が確認された 3。このような広範囲な分布は、コリバクチン産生遺伝子が「病原性アイランド」として細菌

間で水平伝播することに起因している 716。 

西洋型食事とコリバクチン産生菌の関係 

高脂肪・高糖分・高塩分食品の影響 

西洋型の食事パターンは、コリバクチン産生菌の増殖に直接的な影響を与える。西洋型食事は高脂肪・高カロリー

で、果物や魚が少なく、糖分・塩分が多い食事として定義される 4。アメリカ人 13 万人以上を対象とした前向き研究

では、西洋型食事スコアが高い人において、便中のコリバクチン産生大腸菌が有意に多く存在することが確認され

た 619。 

特に注目すべきは、西洋式の食事をよく摂取する人は大腸がんのリスクが 3.83 倍になるという報告である 4。この

関係は単独の要因ではなく、「コリバクチン+西洋式の食事」の組み合わせがリスク要因となっていることが重要で

ある 4。研究によれば、このような食事パターンは腸内環境を変化させ、コリバクチン産生菌が繁殖しやすい環境を

作り出す 9。 

赤肉と加工肉の特別な影響 

赤肉と加工肉の摂取は、コリバクチン産生菌との特に強い関連性を示している。2022 年に発表されたハーバード

大学と熊本大学の共同研究では、加工肉を豊富に摂取する西洋式の食事が、pks 陽性大腸菌による大腸がんの

発症に関連していることが示された 19。この研究は 134,887 名の参加者を対象とした前向き研究で、4 年ごとの追

跡調査により、西洋式食事スコアと大腸がん罹患者の関連を解析した 19。 

結果として、pks 陽性大腸菌が腫瘍に存在する場合の大腸がんについては、西洋式の食事スコアが有意に高い傾

向が確認された 19。これは、加工肉を豊富に摂取する食事パターンが、pks 陽性大腸菌による大腸がん発症に関

連していることを示唆している 19。大腸菌の B2 タイプと呼ばれる菌株は、pks の保有率が高く、食中毒を起こしや

すい特徴があり、欧米の食生活（牛肉・高脂肪食）で B2 型の割合が増えるという報告もある 7。 

低炭水化物食と食物繊維不足の複合的影響 

近年の研究では、低炭水化物食がコリバクチン産生菌に与える影響についても明らかになっている。カナダ・トロン

ト大学の研究チームによる 2025 年の研究では、炭水化物と水溶性食物繊維が不足している食事が大腸内のポリ

ープの成長を促進し、特定の大腸菌と結合すると大腸がんにつながる可能性があることが確認された 9。 

具体的には、DNA を損傷させるコリバクチンを生成する E.coli NC101 に感染した人が低炭水化物食を継続してい

る場合、大腸がん発症リスクが高くなることが示された 9。繊維質が不足する低炭水化物食は、腸の炎症を増加さ

https://news.yahoo.co.jp/articles/1c04b5f5dcc4c9c131f977562caf5e0464e4d386
https://www.yomiuri.co.jp/yomidr/article/20250524-OYT1T50055/
https://www.ncc.go.jp/jp/information/pr_release/2025/0521/index.html
https://wakanashika.com/2025/05/post-157.html
https://wakanashika.com/2025/05/post-157.html
https://ganninfo.jp/%E3%80%90%E6%B3%A8%E6%84%8F%E3%80%91%E3%81%8C%E3%82%93%E3%81%AE%E5%8E%9F%E5%9B%A0%E3%81%A8%E3%81%AA%E3%82%8B%E5%8D%B1%E9%99%BA%E3%81%AA%E6%AF%92%E3%82%92%E5%87%BA%E3%81%99%E5%A4%A7%E8%85%B8%E8%8F%8C/
https://ganninfo.jp/%E3%80%90%E6%B3%A8%E6%84%8F%E3%80%91%E3%81%8C%E3%82%93%E3%81%AE%E5%8E%9F%E5%9B%A0%E3%81%A8%E3%81%AA%E3%82%8B%E5%8D%B1%E9%99%BA%E3%81%AA%E6%AF%92%E3%82%92%E5%87%BA%E3%81%99%E5%A4%A7%E8%85%B8%E8%8F%8C/
https://note.com/chonai_saikin/n/n1e3535921473
https://note.com/chonai_saikin/n/n1e3535921473
http://naisikyou.com/hongo/news/2020/microbiota/colibactin.html
http://naisikyou.com/hongo/news/2020/microbiota/colibactin_smartphone.html
https://shinmeidori.com/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E3%81%AE%E5%A4%A7%E8%85%B8%E3%81%8C%E3%82%93%E3%81%AE5%E5%89%B2%E3%81%AB%E8%A6%8B%E3%82%89%E3%82%8C%E3%82%8B%E3%82%B3%E3%83%AA%E3%83%90%E3%82%AF%E3%83%81%E3%83%B3%E6%AF%92%E7%B4%A0/
https://ganninfo.jp/%E3%80%90%E6%B3%A8%E6%84%8F%E3%80%91%E3%81%8C%E3%82%93%E3%81%AE%E5%8E%9F%E5%9B%A0%E3%81%A8%E3%81%AA%E3%82%8B%E5%8D%B1%E9%99%BA%E3%81%AA%E6%AF%92%E3%82%92%E5%87%BA%E3%81%99%E5%A4%A7%E8%85%B8%E8%8F%8C/
https://note.com/chonai_saikin/n/n245273525519
https://shinmeidori.com/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E3%81%AE%E5%A4%A7%E8%85%B8%E3%81%8C%E3%82%93%E3%81%AE5%E5%89%B2%E3%81%AB%E8%A6%8B%E3%82%89%E3%82%8C%E3%82%8B%E3%82%B3%E3%83%AA%E3%83%90%E3%82%AF%E3%83%81%E3%83%B3%E6%AF%92%E7%B4%A0/
https://shinmeidori.com/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E3%81%AE%E5%A4%A7%E8%85%B8%E3%81%8C%E3%82%93%E3%81%AE5%E5%89%B2%E3%81%AB%E8%A6%8B%E3%82%89%E3%82%8C%E3%82%8B%E3%82%B3%E3%83%AA%E3%83%90%E3%82%AF%E3%83%81%E3%83%B3%E6%AF%92%E7%B4%A0/
https://www.chosunonline.com/site/data/html_dir/2025/03/31/2025033180144.html
https://note.com/chonai_saikin/n/n245273525519
https://note.com/chonai_saikin/n/n245273525519
https://note.com/chonai_saikin/n/n245273525519
https://note.com/chonai_saikin/n/n245273525519
http://naisikyou.com/hongo/news/2020/microbiota/colibactin.html
https://www.chosunonline.com/site/data/html_dir/2025/03/31/2025033180144.html
https://www.chosunonline.com/site/data/html_dir/2025/03/31/2025033180144.html


せ、微生物群集を変化させ、E.coli NC101 が繁殖しやすい環境を作り出す 9。さらに、低炭水化物食は腸内の微生

物と大腸の上皮細胞を分離する粘液層を薄くし、より多くのコリバクチンが大腸の保護膜を突き破って大腸の細胞

に到達する可能性がある 9。 

日本人におけるコリバクチン毒素の特異的状況 

高い検出率の背景 

日本人におけるコリバクチン毒素による変異の検出率は、国際的に見ても極めて高い水準にある。国立がん研究

センターなどによる国際共同研究では、日本人大腸がん患者の約 50％でコリバクチンによる特徴的な DNA 変異が

確認され、これは他の 10 か国の平均 19％に対して 2.6 倍の高い割合である 81720。 

この高い検出率の背景として、日本人の食生活の変化が指摘されている。健康な日本人 223 人を対象とした 2020

年の研究では、コリバクチン産生大腸菌が 27％の人に存在し、男性では女性の 2 倍以上の割合で検出された 6。

この結果は、食事パターンの西洋化と関連している可能性が高く、特に若年層での検出率の高さが注目されてい

る 820。 

年齢層による違い 

コリバクチンによる DNA 変異パターンは、年齢によって顕著な違いを示している。50 歳未満の若年患者では、70 歳

以上の高齢患者と比べて約 3.3 倍多くコリバクチンの痕跡が見つかっている 1820。この変異は 40 歳未満で最も高

く、高齢に伴い低くなる傾向がある 17。これは、コリバクチンによる DNA 損傷が子どもの頃から若年期に起こり、数

十年後にがんとして現れる可能性を示唆している 1。 

予防的効果を持つ栄養素 

緑茶とマンガンの保護効果 

緑茶の摂取は、コリバクチン産生菌の抑制に効果的であることが確認されている。健康な日本人を対象とした研究

では、緑茶を摂取している人においてコリバクチン産生大腸菌の割合が 40％減少していることが報告された 615。

さらに、ミネラルの一種であるマンガンを多く摂取する人では、コリバクチン産生菌が 50％以上減少していた 6。 

マンガンは植物性食品が主な供給源で、全粒穀類、豆類、ナッツ、茶に豊富に含まれている 6。緑茶にはマンガン

が大量に含まれており、乳酸菌の増殖に必要なマンガンを供給することで、コリバクチン産生菌の働きを抑制する

15。このメカニズムでは、大腸内で乳酸菌がコリバクチン産生菌の量を上回る状態を保つことにより、コリバクチン

産生菌の活動を抑制できる 15。 

乳製品と乳酸菌の役割 

乳製品の摂取も、コリバクチン産生菌の抑制に重要な役割を果たしている。東京都大島の住民 1,300 人を対象とし

た研究では、乳製品を多く摂取している人にコリバクチン産生菌が少ないことが確認された 15。この保護効果は、

乳製品に含まれる乳酸菌が腸内環境を改善し、有害菌の増殖を抑制することによるものと考えられている。 

保菌者は必ずしもすぐにがんになるわけではなく、コリバクチン産生菌を一定量便として排出して、爆発的な増加を

抑制している 15。腸内環境を整えてコリバクチン産生菌を減らすことができれば、健康体でいられる可能性が高い

15。 

水溶性食物繊維の保護効果 

水溶性食物繊維、特にイヌリンの摂取は、コリバクチンによる害を軽減する効果がある。トロント大学の研究では、

低炭水化物食に水溶性食物繊維の一種であるイヌリンを補うことで、発がん性大腸菌の数値が低下し、腫瘍や

DNA の損傷も減ることが確認された 9。この効果は、食物繊維が腸内の有益な細菌の増殖を促進し、コリバクチン

産生菌の活動を抑制することによるものと考えられている。 

予防戦略と生活習慣の改善 

食事による予防アプローチ 

コリバクチン産生菌の抑制には、総合的な食事アプローチが効果的である。まず、西洋型食事パターンの回避が

重要で、これには過度な加工食品や赤肉の摂取を控えることが含まれる 1。具体的には、食物繊維を豊富に含む
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野菜、果物、全粒穀物の摂取を増やし、発酵食品（ヨーグルト、納豆、味噌、ぬか漬け）を積極的に取り入れること

が推奨される 1。 

発酵食品は腸内の有益な細菌を増やす手助けをし、コリバクチン産生菌との競合により、その活動を抑制する効

果が期待される 1。また、緑茶の継続的な摂取により、マンガンの供給と抗酸化作用による保護効果が得られる

615。 

早期からの予防の重要性 

コリバクチンによる DNA 損傷は子どもの頃から始まり、大腸がんの発生に重要な役割を果たす APC 遺伝子（がん

抑制遺伝子）を傷つける可能性がある 1。このため、子どもの頃からの予防が極めて重要である。衛生管理の徹底、

手洗いの習慣化、食品の適切な調理により、有害菌の摂取を防ぐことができる 1。 

また、抗生物質の適正使用も重要で、不必要な使用は腸内細菌のバランスを大きく崩す可能性がある 1。定期的

な健康チェックと、腹痛や便通の変化などの症状に注意を払うことも、早期発見と予防につながる 1。 

結論 

コリバクチン毒素と栄養素の関係性は複雑で多面的であり、特に西洋型の食事パターンが産生菌の増殖を促進す

る一方、適切な栄養素の摂取により抑制効果が期待される。日本人における高い検出率は、食生活の変化と密接

に関連しており、若年期からの適切な食事管理の重要性を示している。緑茶、乳製品、食物繊維などの保護的栄

養素の積極的な摂取と、加工肉や高脂肪食品の制限により、コリバクチン産生菌の活動を抑制し、大腸がんリスク

の軽減が可能である。今後は、個人の腸内細菌叢の状態に応じた個別化された栄養指導の開発と、コリバクチン

産生を制御する新たな食品成分の探索が期待される。 
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